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1. 目的 
この要領 は、 公募型 プロポーザ ル方 式（以 下 「プロポ ーザ ル」と い う。）に より「（仮称 ）

古田 敦也 氏メ モリ アル ギャ ラリ ー企 画整 備業 務」 の委 託業 者を 選定 する 手続 きについ て、必
要な事項を定 める。  

なお、 本業務 に係る 委託業者 選定に あたっ て は、専 門的な 知識、 技 術力、企画力 を踏ま え
た提 案の もと 、価 格以 外の 要素 も含 めて 総合 的な 判断 をす る必 要が ある こと から、広 く提案
を募集し、最 も適切な 者を本業務の 委託の候 補者（優先交 渉権者） として選定す る。  

 

2. 業務概要 
(1) 業務の名称:  （仮称）古田 敦也氏メ モリアルギャ ラリー企 画整備業務  

(2)業務内容 及び:別添 「（仮称）古 田敦也氏メ モリアルギャ ラリー企 画整備業務」  

履行期間    仕様書 のとおり  

(3)委託上限 額:  ９,５００,０００円（ 税込み）  
 

3. 参加資格 
本業務の企画 提案に参 加できる者は 、次に掲 げる事項をす べて満た す者とする。  

(1) 本 市 の 一般 （ 指 名） 競争 入 札 参 加 資 格審査 書 を 提 出し 受 理 さ れた者 で 、 か つ 、 一般 （ 指
名）競争入札 参加資格 の指名停止を 受けてい ない者である こと。  

(2) 応募の締切日 において 、地方自 治法施行令第 167 条の 4 の規定に 該当しない者で あるこ
と。 

(3) 会社更生法（ 平成 14 年法律第 154 号）に基 づき更生手続 き開始の 申し立てがな されて
いる者または 民事再生 法（平成 11 年法律第 225 号）に基づき再 生 手続き開始の 申し立
て が な され て い る者 （会 社 更 生 法 に あって は 更 生 開始 手 続 き 開始の 決 定 、 民 事 再生 法 に
あっては再生 手続き開 始の決定を受 けている 者を除く。） でないこと 。 

(4) 暴力団員によ る不当な 行為の防止等 に関する 法律（平成 3 年法律第 77 号）第 2 条第 2
項に掲げる指 定暴力団 またはその構 成員でな いこと。 

(5) 関西地方に本 社あるい は支店等を設 置する法 人であること 。  

(6) 博 物 館 や美 術 館 、ギ ャラ リ ー 等 に お いて本 業 務 と 同種 ま た は 類似し た 業 務 実 績 を有 す る
こと。  

(7) 「 仕 様 書」 に 定 める 業務 に つ い て 、 充分な 業 務 遂 行能 力 を 有 し、適 正 な 執 行 体 制を 有 す
ること及び川 西市の指 示に柔軟に対 応できる こと。  
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4. 参加表明書の作成要領等 
本業務の企画 提案に参 加しようとす る者は 、次に定めると ころによ り参加表明す るものと

する。  

(1) 参加表明に必 要な書類  
①  参加表明書（ 様式 1） 

②  会社概要（様 式自由、 ただし A4 版とする）  
〔記載が必須 の事項〕  

会社名、会社 設立年月 日、所在地、 技術者数 、業務概要、 経営規模 ・状況、 
連絡先（担当 者氏名、 電話番号、Fax 番号 、E-mail アドレス）  

③  業務実績書（ 様式 2） 

④  業務の実施体 制（様式 3） 

⑤  配置予定者（ 様式 4） 

⑥  業務実績とし ての報告 書等 

(2) 資料記載上の 留意事項  
上記（1）の②の「会 社 概要」の記載 事項を証 する書類等を 添付する こと。  

 

5. 参加表明書の提出 
(1) 提出期限: 平成 30 年 6 月 27 日（ 水）午後 5 時  

(2) 提出場所: 川西市 市民 環境部 文化・観光・ スポーツ 課 担当:井 関 
 〒666-8501 兵庫県 川西市中央町 12-1（川 西市役所 2 階）  
 電話（072）740-1245 Fax（072）740-1329 
 E-mail kawa0199@city.kawanishi.lg.jp 

(3) 提出部数: 1 部 

(4) 提出方法: 郵送（期限内 に必着の こと）または 持参  
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6. 企画提案書の作成及び提出 
企画提案書は 、次に定 めるところに より作成 し、提出する ものとす る。 

(1) 企画提案に必 要な書類  
①  企画提案書提 出届(様 式 5) 

②  企画提案書 
  様式自由、た だし A4 版とする。（ 枚数は任意 ） 

  表紙（様式 6）を付け ること。  

  提案者の社名 や社名を 連想する記述 を記入し ないこと（表 紙、提案 文中とも）。  

  次の内容を具 備した企 画提案書とす ること。  

１．来館者に 古田氏の 偉業が伝わる 工夫につ いて 

２．来館者の 思い出と なるような工 夫につい て 

3．業務受託 価格（税 込 金額とする。）について  

※展示ケース のカタロ グや図面等仕 様が分か る資料を添付 すること 。 

※その他に業 務の実施 方針、取組体 制、スタ ッフの特徴、本業務を 実施するにあ たっ
て配慮すべき 事項やア ピールしたい ことがあ れば、記載し てもよい 。 

③  工程表（様式 自由、た だし A４版とす る。）  

 

(2) 提出 
①  提出期限: 平成 30 年 7 月 5 日(木 )午後 5 時 

②  提出場所: 上記５の(2)と同じ  

③  提出部数: 8 部（正本 1 部及び副本 7 部） 

④  提出方法:  郵送（期限内 に必着の こと）または 持参  

 

 

 

 



4 

 

7. 企画提案書等の無効 
プロポーザル の参加者 が次の事項の いずれか に該当した場 合には、市 は企画提案書等を無効

とする。  

(1) 企画提案書等 の提出方 法や提出先、 提出期限 が、本要領に適合しな い場合 

(2) 企画提案書等 に記載す べき事項の全 部または 一部が記載さ れていな い場合  

(3) 企画提案書等 に虚偽の 内容が記載さ れている 場合 

(4) 本要領に定め られた以 外の手法によ り、審査委員会委員及 び関係者にプロポーザ ルに対
する援助を直 接的また は間接的に求 めた場合  

(5) 企画提案書等 の提出期 限以降におい て、指名 停止の措置を 受けた場 合 

(6) 本要領に違反 または逸 脱した場合 

(7) その他、審査 委員会が 社会通念に照らし、失 格にあたる事由がある と認める場合  
 
 

8. 質問の提出及び回答 
(1) 提出について  

当実施要領に 対する質 問がある場合は、次 により提出する こと。た だし、参加 表明書及
び企画提案書 の作成に 係る質問に限 り、評価 や審査に係る 質問は受 け付けない。  

①  提出様式: 質問書（様式 7）によ ること。  

②  提出期限: 平成 30 年 6 月 21 日(木)午後 5 時 

③  提出方法: 質問書を添付 した電子 メールのみと する。  
件名は「メモ リアルギ ャラリー企画 整備業務 委託提案に係 る質  
問」とするこ と。  

 送信後に、電 話により 着信を確認す ること。  

④  提出（送信） 先: 上記５の(2)のメールア ドレス  

(2) 回答について  
回答は平成 30 年 6 月 25 日（月）ま でに、川 西市のホーム ページに 順次掲載する 。な

お、質問者名 は公表し ない。  
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9. 企画提案書に対するプレゼンテーション及びヒアリング 
プレゼンテー ション及 びヒアリング を次の要 領で実施する 。  

(1) 実施日時: 平成 30 年 7 月 10 日(火) 午後 1 時 00 分～ 

(2) 実施場所: 川西市役所庁 舎 4 階 庁議室 

(3) 実施方法: 企画 提 案書の 内容 を具 体的 に 説明 す るこ とを 主と し 、必 要 に応じて 補足す
る。 

 1 社の持ち時間は、説 明 15 分間及び質 疑応 答 15 分間の合 計 30 分間とす
る。 

(4) 留意事項: ① プロジェクタ ー及びス クリーンは川 西市が用 意する。パソコ ン等、その
他説明に必要 な物は、 参加者が用意 すること 。 

②  当日の資料の 追加配布 は認めない。  

③  参加者は、当 業務に従 事する者 4 名以内とす る。 

④  指定した時間 に遅れた 場合や、説明内容 と提 案書が著しく異なる場 合は
失格とする。  

 
 

10. 優先交渉権者の特定 
本市が設置す る審査委 員会の審査を 経て、本 業務に関し最 も適切な 提案を行った 者（最優

秀提案者）を 優先交渉 権者に特定す る。  

(1) 評価項目: 次の各項目に ついて、 総合評価方式 により評 価する。  

        内容は 表１のとおり  

(2) 最優秀提案者 の特定:  
審 査 委 員 会 委 員 の 評 価 点 の 合 計 が 最 も 高 か っ た 提 案 者 を 最 優 秀 提 案 者

と す る 。最 高 得 点 者 が 複 数 と なっ た 場 合 は 、 委 員 の 合 議に よ り 最 優 秀 提
案者を決定す る。  

(3) 結果の通知:  審査終了後、 速やかに 提案者全員に 通知する 。 

 

11. 契約の交渉 
市は優先交渉 権者と契 約の交渉を行 う。交渉 が不調の場合は、評価 順位の上位の 者から順 に

交渉を行う。  
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12. その他 
(1) 企画提案書等 の作成 、提出、プレ ゼンテー シ ョン等に要す る費用は 、その一切 を提案者

の負担とする 。  

(2) 提出された参 加表明書 及び企画提案 書等は返 却しない。 

(3) 提出 された 参 加表 明書 及び 企 画提 案 書等 は、 提案 者 に無 断で本 件以外に は 利用 し ない 。
ただし、審査 や事務処 理等の必要な 範囲にお いて複製する ことがあ る。 

(4) 参加表明書に 記載した 予定技術者は 、原則 と して変更でき ない。た だし、やむ を得ない
理由により変 更する場 合には、同等 以上の技 術者であると の本市の 了解を要する 。  

(5) 参加表明書及 び企画提 案書等の提出 後におい て応募を辞退 する場合 は、書面（様式は 任
意）により申 し出るこ ととし、辞退 後はいか なる理由があ っても再 応募は認めな い。 

(6) 提出された書 類は、川 西市公文書公 開条例（ 平成 4 年川西市条例 第 8 号）の規 定によ
り、その全部 又は一部 を公開する場 合がある 。 

(7) 審査委員会に おける審 査経過につい ては一切 公開しない。ま た、審査結果に対し ての異
議申し立ては 受け付け ない。  
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（表 1） 

評 価 基 準 
評価項目  評価内容  

評価及び評価 点数 
十分 普通 不十分  

会社の業務実 績  過 去 に 受託 し た 業 務 に つい て 、 業 務 の 内 容な ど を 総
合的に判断す る。  10 5 3 

本 業 務 に お け る
実 施 体 制 及 び 配
置 予 定 者 の 能 力
等 

監理技術者 

過去に 携わ った 業務の内容及 び携 わっ
た立場 など につ いて、総合的 に判 断す
る。 

5 3 1 

現時点 にお ける 手持ち業務の 内容 及び
件数か ら判 断し て、本業務の 専任 性に
ついて判断す る。  

5 3 1 

担当技術者 
（主たる  

技術者） 

過去に 携わ った 業務の内容及 び携 わっ
た立場 など につ いて、総合的 に判 断す
る。 

5 3 1 

現時点 にお ける 手持ち業務の 内容 及び
件数か ら判 断し て、本業務の 専任 性に
ついて判断す る。  

5 3 1 

担当技術者 
（その他） 

過去に 携わ った 業務の内容及 び携 わっ
た立場 など につ いて、総合的 に判 断す
る。 

5 3 1 

現時点 にお ける 手持ち業務の 内容 及び
件数か ら判 断し て、本業務の 専任 性に
ついて判断す る。  

5 3 1 

 

評価項目  評価内容  
評価及び評価 点数 

特に 
良い 良い 普通 不十分  特に 

不十分  

企 画 提 案 書 及 び
ヒ ア リ ン グ の 内
容 

来 館 者 に 古 田 氏 の 偉 業 が 伝 わ る 工
夫がなされて いるか。  15 12 8 3 0 

来 館 者 の 思 い 出 と な る よ う な 工 夫
がなされた提 案となっ ているか。 15 12 8 3 0 

本 業 務 に 積 極 的 に 取 り 組 む 姿 勢 で
あるか。 10 8 5 2 0 

質 問 に 対 す る 応 答 が 明 快 か つ 迅 速
であるか。 10 8 5 2 0 

業務受託価格  価格は妥当で 、提案内 容と整合性が
取れているか 。  10 8 5 2 0 
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〔参考〕 スケジュール 

 

 6 月  7 月  

第 4 週  第 5 週  第 1 週  第 2 週  

18 日  25 日  2 日  9 日  

参 加 表 明 書の 提 出      

企 画 提 案 書の 提 出      

質 問 の 受 け付 け      

プ レ ゼ ン テー シ ョ ン      

審 査 結 果 の通 知      

契 約 の 交 渉、 締 結      

 

  

27 日(水 ) 

21 日(木 ) 

5 日(木 ) 

10 日 （ 火 ）  

プ レ ゼ ン テー シ ョ ン 後  
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〔参考〕 関係法令 

◎地方自治法施行令 

(一般競争入札 の参加者 の資格) 

第百六十七条 の四 普 通地方公共団 体は、特 別の理由があ る場合を 除くほか、一般競争入 札に

次の各号のい ずれかに 該当する者を 参加させ ることができ ない。  

一 当該入札 に係る契 約を締結する 能力を有 しない者 

二 破産手続 開始の決 定を受けて復 権を得な い者 

三  暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止等 に 関 す る 法 律 (平 成 三 年 法 律 第 七 十 七 号 )第 三 十 二

条第一項各号 に掲げる 者 

２ 普通地方 公共団体 は、一般競 争入札に 参 加しようとす る者が次 の各号のいず れかに該 当す

ると 認め ら れるとき は 、そ の者 に つい て三 年 以内 の期 間 を定 めて 一般競 争入札 に参 加させ な

いこ とが で きる。そ の 者を 代理 人 、支 配人 そ の他 の使 用 人又 は入 札代理 人とし て使 用する 者

についても、 また同様 とする。  

一 契約の履 行に当た り、故意に工事、製 造 その他の役務 を粗雑に 行い、又は物件の 品質 若

しくは数量に 関して不 正の行為をし たとき。  

二 競争入札 又はせり 売りにおいて、その公正 な執行を妨げ たとき又 は公正な価格 の成立を

害し、若しく は不正の 利益を得るた めに連合 したとき。 

三 落札者が 契約を締 結すること又 は契約者 が契約を履行 すること を妨げたとき 。 

四  地 方 自 治 法 第 二 百 三 十 四 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 監 督 又は 検 査の 実施 に 当た り 職 員

の職務の執行 を妨げた とき。  

五 正当な理 由がなく て契約を履行 しなかつ たとき。 

六 契約により、契 約 の後に代価の 額を確定 する場合にお いて、当 該代価の請求 を故意に 虚

偽の事実に基 づき過大 な額で行つた とき。  

七 この項(こ の号を除 く。)の規定に より一般 競争入札に参 加できな いこととされ ている者

を契約の締結 又は契約 の履行に当た り代理人 、支配人そ の他の使用 人として使用 したとき 。 

 

◎暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律 
第二条 この 法律にお いて、次の 各号に掲げ る用語の意義 は、それ ぞれ当該各号 に定める と こ

ろによる。 

二 暴力団 その団体 の構成員(その 団体の構成団体の構成 員を含む。)が集団的に又 は常習

的に暴力的不 法行為等 を行うことを 助⾧する おそれがある 団体をい う。 
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「（仮称）古田敦也氏メモリアルギャラリー企画整備業務」 

委託仕様書 
 

1.  業務名: （仮称）古田 敦也氏メ モリアルギャ ラリー企 画整備業務  

 

2.  業務目的: 川 西 市 の 名 誉市 民 で あ り 、 野 球 の 殿 堂入 りを さ れ た 古 田 敦 也 氏 の 偉 業 を称 え

るとともに、青 少年の 夢や希望を育 むために「キセラ川西プ ラザ」の 福祉等施

設（整備中）内に 古田氏のトロフィー やユニフォーム、グラブ などの 記念品を

展示するギャ ラリーを 設置する。 

 

3.  業務期間: 委託契約締結 日より平 成 30 年 10 月 31 日ま で 

        ※業務 期間は上記の とおりで あるが、「キ セラ川西 プ ラザ」内へ の展示ケー ス 

 の設置や古 田敦也氏 所有の展示品 の運搬及 び設置等は、9 月 1 日（土）から  

（予定）開始で きるこ ととし、引渡し・完了 は 9 月 14 日（金）（予 定）までと  

すること。 

 

4.  業務内容: 

(1) （仮称）古田 敦也氏メ モリアルギャ ラリーの 企画 

(2) 古田敦也氏所 有の展示 品の選定、運 搬（市内 ）及び設置 

※ 展 示 品は デ リ ケー トな も の で あ る ことか ら 、 運 搬に あ た っ ては、 安 全 か つ確 実 に 行 う

こと 

※展示品の選 定につい ては、市と協 議したう えで決定する 。  

(3) （仮称）古田 敦也氏メ モリアルギャ ラリーの 整備 

※展示ケース を含む  

５．留意事項  
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（1）ギャラリーは「 キ セラ川西プラ ザ」1 階（別紙キセラ 川西プラ ザ施設概要図 及び  

川西市低炭素 型複合施 設整備に伴う PFI 事業 福祉等施設１ 階平面図 参照）に  

設置。  

（2）壁面に展示ケー ス を整備するこ ととし、 サイズは幅約 6 メート ル、高さ約２ ．６  

メートル、奥 行約 1 メートル程度と する。  

（3）古田敦 也氏の意 向 により、提案 後に内容 の変更が生じ る場合が あるため、そ の際は提 案 

内容に縛られ ない柔軟 な対応をとる こと。  

（4）入場は 無料で、 来 館者が自由に 見学する ことができる 。 

（5）設置後 、定期的 に 展示内容の更 新を行う 予定である（ 年に 1 回程度を想定し て 

いるが、今年 度の委託 契約には含ま れない）。  
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